
船舶事故等調査報告書 

平成２３年１月２７日 

運輸安全委員会（海事専門部会）議決 

事故等番号 ２０１０神第８６号 

事故等種類 乗揚 

発生日時 平成２２年３月２９日 １４時００分ごろ 

発生場所 和歌山県串本町動鳴気漁港内 

串本町古座川口灯台から真方位１０２°６００ｍ付近 

（概位 北緯３３°３０.８′ 東経１３５°５０.１′） 

事故等調査の経過  平成２２年５月１８日、本事故の調査を担当する主管調査官（神戸事務

所）を指名した。 

 原因関係者から意見聴取を行った。 

事実情報 

 船種船名、総トン数 

 船舶番号、船舶所有者等 

 

  

 

Ａ 引船 繁栄
はんえい

丸、１４トン 

２６０－３６３４４大阪、株式会社繁栄工業 

Ｂ 土運船 ＫＤ１２１ 

   ２２.０ｍ×７.０ｍ×１.８ｍ、鋼 

 乗組員等に関する情報 船長、一級小型船舶操縦士・特殊小型船舶操縦士・特定 

 死傷者等 なし 

 損傷 Ａ プロペラ翼（３枚）の先端に曲損 

Ｂ なし 

事故等の経過 Ａ船は、船長が１人で乗り組み、貨物倉にほぼ一杯の土砂を積み込んだ

Ｂ船をえい
．．

航しながら、動鳴気漁港内を移動中、Ｂ船が、岩場に向かって

流されるようになり、平成２２年３月２９日１４時００分ごろ、Ａ船の船

尾船底付近に衝撃を受けたので、船長が主機を手動で停止した。 

Ｂ船は、船底の一部が岩場付近の暗礁に乗り揚げて停止した。 

その後、Ａ船は、機関の運転に僅かな振動を伴うものの、運航が可能で

あったことから、Ｂ船を引き下ろしたのちえい
．．

航を再開した。 

 気象・海象 

 

気象：天気 晴れ、風向 北西、風力 ４～５、視界 良好 

海象：平穏（港内）、潮汐 上げ潮の中央期 

 その他の事項 Ａ船の喫水は、船首約０.５ｍ、船尾約１.６ｍであった。 

Ｂ船の喫水は、船首及び船尾ともに１.４～１.５ｍであった。 

分析 

 

乗組員等の関与 

船体・機関等の関与 

気象・海象の関与 

判明した事項の解析 

 

 

あり 

なし 

あり 

Ａ船は、Ｂ船をえい
．．

航して動鳴気漁港内を移動

中、岩場に向けて圧流され、両船が同岩場に乗り揚

げたものと考えられる。 

原因 

 

 

本事故は、Ａ船が、Ｂ船をえい
．．

航して動鳴気漁港内を移動中、岩場に向

けて圧流されたため、両船が同岩場に乗り揚げたことにより発生したもの

と考えられる。 

 




